
共
産
党
市
議
団
は
12
月
議
会
で

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
を

提
案
し
、
12
月
22
日
、
田
中
は
じ

め
市
議
が
意
見
書
案
の
提
案
理
由

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
「
人
類
史
上
初

め
て
核
兵
器
全
面
禁
止
を
明
文
化

し
た
条
約
の
批
准
国
が
50
か
国
に

達
し
、
つ
い
に
核
兵
器
は
違
法
化

さ
れ
る
。

被
爆
者
の
方
々
の
「
こ
の
思
い

を
他
の
誰
に
も
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
の
強
い
思
い
が
国
際
社
会

を
動
か
し
、
条
約
発
効
に
つ
な
が
っ

た
。そ

の
後
も
批
准
国
は
増
え
、
現

在
51
か
国
、
署
名
国
は
８
６
か
国

に
達
し
た
。
12
月
７
日
の
国
連
総

会
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署

名
・
批
准
の
進
展
を
歓
迎
す
る
決

議
案
が
、
１
３
０
か
国
の
賛
成
で

採
択
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
生
命
保
険
大
手
の
日

本
生
命
な
ど
主
要
各
社
が
核
兵
器

製
造
・
関
連
企
業
へ
の
投
融
資
を

自
制
す
る
と
発
表
、
大
手
銀
行
に

も
投
融
資
の
自
制
が
広
が
り
を
見

せ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
の
力

が
、
既
に
世
界
を
変
え
始
め
て
い

る
。そ

こ
で
、
本
意
見
書
案
は
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
一
日
も

早
く
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
行
い
、
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
実
現
に
向
け
た
国
際
社
会
の

取
り
組
み
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
を

政
府
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
」

と
賛
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

他
会
派
か
ら
の
賛
同
も
あ
り
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

12
月
議
会
に
、
島
根
県
労
働
組

合
総
連
合
（
村
上
一
議
長
）
か
ら

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
」
陳
情
と
、
松
江

市
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
石
田

忍
会
長
）
か
ら
「
松
江
市
国
民
健

康
保
険
の
保
険
料
算
定
に
あ
た
っ

て
、
18
歳
未
満
の
世
帯
員
へ
の
均

等
割
を
な
く
す
こ
と
に
つ
い
て
」

の
２
件
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。「

最
低
賃
金
…
」
が
経
済
委
員

会
、
「
国
民
健
康
保
険
…
」
が
総

務
委
員
会
に
付
託
と
な
り
、
経
済

委
員
会
で
は
吉
儀
け
い
子
委
員
が

採
択
を
主
張
し
、
総
務
委
員
会
で

は
田
中
は
じ
め
委
員
が
採
択
を
主

張
し
ま
し
た
が
、
２
件
と
も
不
採

択
が
多
数
で
し
た
。

12
月
22
日
の
本
会
議
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
長
が
陳
情
を
不
採
択

と
し
た
報
告
を
行
い
、
吉
儀
け
い

子
市
議
が
委
員
長
報
告
に
反
対
す

る
以
下
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

人
口
減
少
を
止
め
る
に
は

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に

松
江
市
の
若
者
流
出
を
食
い
止

め
る
た
め
に
、
最
低
賃
金
を
全
国

一
律
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

中
小
企
業
に
対
し
て
賃
上
げ
や
社

会
保
険
料
の
支
出
に
国
が
直
接
支

援
す
る
た
め
に
意
見
書
を
上
げ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

５
３
０
０
万
円
で

子
育
て
世
帯
の
支
援
を

国
保
世
帯
で
子
ど
も
が
生
ま
れ

る
と
国
保
料
が
高
く
な
る
こ
と
を

改
善
す
れ
ば
、
出
生
数
を
増
や
す

こ
と
に
な
る
。
16
億
円
の
基
金
か

ら
取
り
崩
し
て
実
施
す
べ
き
。

12
月
18
日
、
松
江
民
主
商
工
会

は
、
「
２
０
２
１
年
度
松
江
市
商

工
行
政
に
対
す
る
要
望
」
を
行
い
、

懇
談
し
ま
し
た
。

民
商
か
ら
は
諸
遊
克
巳
会
長
、

足
立
徹
事
務
局
長
ら
５
人
が
参
加
、

松
江
市
か
ら
は
福
井
博
之
産
業
経

済
部
次
長
・
商
工
企
画
課
長
、
林

正
樹
財
政
部
次
長
・
固
定
資
産
税

課
長
、
荻
野
智
定
住
企
業
立
地
課

長
、
小
松
原
紀
子
市
民
部
次
長
・

保
険
年
金
課
長
、
山
崎
文
子
介
護

保
険
課
長
ら
が
応
対
。
こ
の
申
し

入
れ
に
は
、
橘
よ
し
あ
き
松
江
市

議
、
た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
予
定
候

補
が
同
席
し
ま
し
た
。

申
し
入
れ
で
は
、
ま
ず
、
「
小

規
模
企
業
振
興
法
」
「
松
江
市
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
」
に
基
づ
き
、
経
営
の
持
続

発
展
が
で
き
る
税
制
や
社
会
保
険

料
、
そ
の
他
諸
制
度
を
検
討
す
る

こ
と
、
そ
の
う
え
で
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
「
経
営
支
援
給
付
金
の
継
続

実
施
」
「
国
保
・
介
護
保
険
、
後

期
高
齢
者
保
険
料
な
ど
の
減
免
制

度
の
維
持
・
拡
充
」
「
固
定
資
産

税
減
免
の
適
用
緩
和
」
「
新
規
開

業
者
へ
の
持
続
化
給
付
金
支
給
適

用
に
係
わ
る
証
明
書
類
の
緩
和
」

な
ど
要
望
し
て
い
ま
す
。

各
担
当
課
長
か
ら
は
、
「
国
の

基
準
を
基
に
検
討
す
る
が
、
壁
が

あ
り
苦
慮
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
業
者
対
応
は
窓
口
相
談
で
出
来

る
だ
け
要
望
に
応
え
る
努
力
を
す

る
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
、
中
小

規
模
業
者
の
実
態
等
に
つ
い
て
、

今
後
も
継
続
し
て
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
な
ど
が
話
し
あ
わ
れ
ま
し

た
。
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「
最
低
賃
金
…
」
「
国
保
…
」
２
件
の
陳
情
の
採
択
を
主
張

吉
儀
け
い
子
市
議

被
爆
体
験
を
綴
る
朗
読
劇
「
こ

の
子
た
ち
の
夏
」
。
私
は
20
代
の

頃
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
語

り
継
ぐ
活
動
に
感
銘
を
受
け
参
加

し
ま
し
た
。
幼
少
期
、
原
爆
絵
本

「
ひ
ろ
し
ま
の
ピ
カ
（
丸
木
俊
）
」

を
読
ん
で
以
来
、
原
爆
や
平
和
に

関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

２
年
前
か
ら
は
、
新
日
本
婦
人

の
会
の
先
輩
で
あ
る
西
尾
幸
子
さ

ん
の
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
朗
読

劇
「
さ
あ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ
シ
マ
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

劇
で
は
最
後
に
、
ひ
ょ
っ
こ
り

ひ
ょ
う
た
ん
島
で
有
名
な
作
家
、

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
「
子
ど
も
に

伝
え
る
日
本
国
憲
法
」
の
第
９
条

を
全
員
で
読
み
上
げ
ま
す
。
人
が

人
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
の
が
戦
争
、

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、

平
和
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

西
尾
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
も
の
に
、
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
作

詞
の
「
釜
石
小
学
校
校
歌
」
が
あ

り
ま
す
。
校
歌
で
す
が
、
東
日
本

大
震
災
で
避
難
所
と
な
っ
た
体
育

館
で
、
皆
が
毎
朝
う
た
っ
て
励
ま

さ
れ
た
と
、
全
国
に
拡
が
り
ま
し

た
。
そ
の
歌
は
「
い
き
い
き
生
き

る
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
り
「
息

あ
る
う
ち
は
／
い
き
い
き
生
き
る
」

と
歌
い
上
げ
ま
す
。

平
和
を
土
台
に
、
人
間
ら
し
く

生
き
る
決
ま
り
「
憲
法
」
が
く
ら

し
に
生
か
さ
れ
、
ひ
と
り
一
人
が

大
切
に
さ
れ
る
、
最
後
ま
で
尊
厳

を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
と
な

る
よ
う
力
を
つ
く
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市

民

と

共

に

歩

ん

で
…

い
き
い
き
生
き
るた

ち
ば
な
ふ
み

ずいそう

コ
ロ
ナ
禍
、
営
業
と
生
活
守
る
対
策
強
化
を

松
江
民
商
が
松
江
市
へ
申
し
入
れ

市
議
団
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
を
提
案

田中 肇
市議会議員

吉儀 けい子
市議会議員民商が松江市に申し入れ、懇談


